
5.労災休業補償の立替貸付等

あいりん地区を基盤として生活している日雇労働者の就労先は･大企業に依

存したいわゆる下請,採譜等の零細企業が多く,これらの企業は古くから受善

は不規則であり,かつ作業が季節や天候に左右されるため･日雇労働者に依存

する度合が大きい｡

また,職種も建設業をはじめ陸上運送業,倉庫業･港湾荷役等の擾めて危険

度の高い現場の職種が多く,従って労働災害の発生しやすい職場が大きなウェ

イトを占めている｡

これらの職場において労働災害を受けた日雇労働者が,その日からたちまち

生活に困窮を来たすので,これらの日雇労働者の生活の安定をはかり･寮菱に

専念せしめるため労災休業補償給付金が労働基準監督署から給付されるまでの

間,生活費の"つなぎ資金〝として立替貸付を行ってきた｡

この制度が,地区労働者の間にひろまり,さらに45年10月センターの移転に

ょりPRの周知,労働者の労働災害に対する意識の向上等により利用者が逐次

増加し,センターの業務のうちでも重要な一環を占めるようになってきたo

なお,労災休業補償の立替貸付を行っているのは公益法人としては全国で当

センターのみである｡

現在,労災休業補償給付金の範囲内T,毎日2･000円都艮度として立替貸付

を行っているが,賃金の上昇による労災休業補償給付金のアップにともない立

替貸付金も増加し, 50年度分は, 45年度と比較すると5･8倍に達している｡

特に, 49年度は49年11月から法改正され,基礎日額の20パーセントが特別支

給金として加算されることになったので,立替貸付金が増加しており･この傾

向は今後さらに強まるものと思われる｡

○労働災害の防止

あいりん地区の簡易宿泊所から稼動する人びとは,全国の地方･農村から移

住した者が多く,職歴･技能の有無もまちまちで,しかも極めて危険度の高い

職場に就労する｡このような職場が,よ-り充分の安全施設と安全教育がなされ

るならば相当数の労災が必ずや減少することは明らかであるo

このため事業所は,あげて災害防止に対する配慮と普及教育の徹底を真剣に

考えキメ細かい対策を講じてもらいたいところである.
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6.医療相談･短期宿泊の取扱い

医療相談等

センターの医療サービスは,毎朝5時45分から就労あっせん現場である中央

詰所で,簡単な外傷手当･家庭常備薬程度の施薬を行っている｡安易に利用で

きるため,総合センターの詰所に移ってから急激に利用者数が増加してきたo

午前9時から午後6時までは鮭康上の相談を受け,医療を必要とするものは

｢医療センター｣あて紹介状を書き受診するよう指示をしているoまた簡単な

手当は,当センターの治癒室で処置を行っている｡

急病人や重症の場合は,救急車で直接医旗機関-送り速やかな処置を講じて

いるところである｡

短期宿泊の取扱い

就労当日種々の理由により,就労できなかった者及び宿泊に事欠く者の事情

の如何により,短期の宿泊を紹介,世話しているが･ 46年度をピークに数カ年

は減少している｡

これは,宿泊の取扱い者数に限度があり止むをえないものであるが,季節に

ょり,日々の天候によっては多数の希望があり･止むを得ず抽せんによって宿

泊者を決定する如き状況である｡ 48年度後半以降の景気下降による不況の影響

のため就労できず,最近では生活にも事欠き一部富力ン(所持金がなくて野宿

すること)する現象もみられる｡

-22　-

医療相談.短期宿泊取扱状況 
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7.更生資金等の貸付給付

(1)常用化の促進

常用の促進とは,日雇から常用労働者になっ者の就労(生活)安定をはか

るために1ケースにつき支度金として10,000円を貸付,生活援助金として

5,000円を支給する制度であり,貸付支度金の返済は10カ月返済･無利子と

なっている｡

支給の条件としては,事業主の証明と保証人を必要とする｡

常雇用先は,会社事業所の労務関係,警備保障関係,運転手などである　　-

が,技能の有無や心身の志向適応性によって大きく左右される｡

元来,当地区の労働者は,日雇の安易さに馴れ定職に就いて規律だった勤

務体系に従事することを嫌い,また定職化したときの賃金よりも見かけ上は

日雇賃金の方が上廻ることから定職化は敬遠され常用化の促進は至難であ

る｡

しかしながら, 48年度後学よりの経済変動にともなう不況化等から一部に

認識を新たにする芽生えが生じつつあるので,これの助長について関係者の

一層の配慮が望まれるところである｡

(2)雇用　の奨励

前述の労働者個人に対する定着化奨励策に対し,一方事業所に対しては,

.当センターを通じて労働者を常用雇用した事業所に技能訓練や生活指導を求

める主旨7, 1件当り8,000円を3カ月間支給しこの面からも定着の促進を

奨励している｡

8.日雇労働者健康保険の取つき

日雇労働者健康保険法は,日雇労働者及びその被扶養者の疾病,負傷等に

関して保険給付を行い生活の安定に寄与するため昭和28年から施行されiそ

の後,幾たびか法改正が行われたが,日雇労働者に対する社会保障の一環と

しての健康保険の自覚認識を深め,健康を保持し自立精神をたかめるため,

-　24-

主務官庁の指導のもとに昭和40年頃から積極的に健保加入の普及活動を推進

し,日雇労働者の啓発にあたったところである｡

当時は, 40･41年に2,000名の健保手帳が交付されたが,手続的にも制度

化が熟しておらず,昭和44年度末までに受給資格を得た者は僅かに882名

(交付数の約2割)にすぎなかった｡

この頃は,未だ内容的に疎養期間,傷病手当給付など不十分ではあった

那,何よりも労働者みずからが手帳をつくり健康保持-の覚醒のためのPR

活動が急がれ,漸く昭和45年後半に至って手帳交付･受給資格票は上昇の兆

しをみせた｡

図に示すとおり,昭和45年以降過去6カ年間の健保手帳交付数,受給資格

票交付数は年々累増をみてきた｡

昭和48年後半から49年の初めにかけては前述のとおり景気の後退による地

区情勢への反応を示したが, 49年度は再び騰勢に転じ,また相つぐ日雇健保

法の一郭改正により保険給付額のアップ,保険期間の延長がほかられ,被保

険者の権利意識の昂場と相まって著しく激増をみてきた｡

センターにおける本業務の取つぎについては,過年度来,労働者の便宜上

の措置として多大の寄与をしてきたものと考えているが,最近の保険給付の

実態からみて,保険者側の抜本的な改善措置が望まれるところで,被保険者

に対する行政上の執行体制について早急に解決されなければならないものと

考える｡

あいりん地区日雇労働者に対する健保上の保険給付の実態については,さ

らに調査分析を進めるべき問題が多々みられるが,後日の機会に譲りたい｡
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